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はじめに

本戦告書は平成5年6月14日から6月25日までモンゴル国において海外農業開発事業事前

調査を実施した下記案件の現地調査の結果をとりまとめたものであるc

I.モンゴル中央北東部地区濯淑施設復旧整備計画

①ズーン-ラ港淑施設整備計画

②バッツンパル果樹園芸施設整備計画

Ⅱ.種子増殖圃場及び生産施設整備計画

モンゴル国は1990年7月の自由選挙を桟に民主化政末を推進し､国営企業の民営化及

び価格自由化を基本とする市場窪済の導入による国家経済の改革･再建を実施している｡

しかし当国経済に重要な位置を占める農牧業は種子､肥料､薬品､燃料等の生産資材の

不足や生産物加工施設･設備の老朽化のため生産は低迷しており､同部門の生産構造の

改善,生産基盤の整備はモンゴル径済の再建､国民の食料の安定確保にとって急務とな

っている｡

本調査の対象地域は当国の主要農業生産地域であるセレンゲ州及びトサブ州に位置し､

主要食料作物(小麦､ジャガイモ､野菜及び果樹)の70-80%を生産し､全人口の削2

%が集中する首都圏に対する食料の生産基地として重要な位置にある｡しかし旧ソビエ

ト連邦の崩壊､東欧諸国の民主化が進むなか,モンゴルに対する径済･技術援助は縮小

し機械設備､部品､生産資材の不足のため国営企業や共同組合農場の生産は著しく低下

し国民に対する食料確保は深刻な事態となっている○

このような状況を踏まえ､ ADCA調査団は本計画の実施機関であるモンゴル国食糧･農

業省農業居､水資･濯淑局及び関係税関のグルハン農業技術研究院とともに現地調査の

結果にもとづいて日本-の技術協力の事業計画策定のための計画内容の検討及び協議を

行った｡

この結果､ ｢モ+国中央北東部に位置するハラ川流域(セレンゲ支流)において､小

麦､野菜の生産をしているズーンハラ農業生産地区とバツツンパル果樹園芸栽培地区の

二地区における農業生産施設復旧計画と､ダルハン農業技術院の種子増殖施設整備計画

を早期実施案件として提起され､本調査団はその事前調査を行ったo

これらの案件の内､溶液施設復旧整備計画は｢モ+国の農産物の早期増産の実現､また

種子増殖計画は国全件の農業の発展に寄与し､高い効果が期待できる判断される｡

本計画が日本政府の開発協力のもとで本格調査が実施されるとともに将来､事業化が

はかられモンゴル国の発展に寄与することを願うものである｡最後に､調査中に貴重な



御意見ならびに御協力をいただいた在モンゴル国日本大使館の方々に謝意を表します｡

平成4年8月20日

ADCA海外農業開発事業事前調査団

農業開発 進藤 澄堆

(内外エンジニアリング株式会社)

農業機械 内藤 明

(株式会社 ク ボ タ)
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スー9-111ラ地区濯叔施設

(センターt'ホ●サト現在稼働中)

地下水利用のための井戸
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現況配電施設



八一サワン八一I,地区濯軟水路の現況
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1.調査の背景

モンゴル国径済における農牧業部門ほ,全就業人口の31.0%が農牧業に従事し､輸出

額の39.2%が畜産品､食品原料等の農牧業産品で占められている等､極めて重要な位置

を占めている｡農牧業総生産の構成をみると畜産が約70%を占め､農業が30%となって

いるc

1958年から1960年の食料増産計画の農地造成事業により､耕作地面積が拡大され､全国

土面積156.6百万haのうち耕作地面積は約1.0%の130万baで､放牧に利用されている自

然草地及び半乾燥草地が125百万haを占める.耕作地面積130万haの30%-40%は休閑

地として1年間放直され実質耕作面積は約80万haであるc

主要作物は穀物(主に小麦)
､飼料作物､ジャガイモ､野菜(キャベツ､玉ネギ､カ

ブ人参､ニンニク､トマト)及び果樹である｡平均収量は′ト麦で約1.0 ton/ba､ジャガ

イモで約10.0 ton/haと低い.小麦飼料作物は通常非濯淑下で栽培されるが､ジャガイ

モの10%､野菜及び果樹の100%が濯淑下で栽培されている｡

当園の農業地帯は北部･東北部の5州(トウプ､セレンゲ､ボロガン､へンティー及び

ドルノット州)に集中しており､小麦､何科作物およぴジャガイモは特にトウプ､セレン

ゲ､ポロガンの3州に約70%が集中している｡野菜及び果樹はトサブ､セレンゲの2州に栽

培の80%が集中している｡

1989年に始まる旧ソビエト連邦の崩壊､東欧諸国の民主化の影響を受け､ ｢モ+国に

対する経済･技術援助が縮小したことにより種子を含む生産基礎資材の不足､澄渡施設

の老朽化等で生産基盤の弱体化のため生産は著しく減少している｡

このような背景のもとに｢モ+国政府は農産物生産拡大計画として､トプ,セレンゲ

州に位置するハラ川流域の農業地帯において､濯概施設,農機具､農産加工を含めた生

産施設の復旧整備計画である｢モンゴル中央北東地区濯淑施設復旧整備農業計画+を早

期開発計画と位置付けている｡また農業の基礎資材である種子はその大部分を輸入に頼

っているが,近年その不足が生じており､ ｢モ+国における小麦､野菜の生産を拡大す

るための｢種子増殖施設整備計画+を農業基礎資材生産開発計画の重要課題としている｡

2.調査国の概要

2.1自然条件

モンゴル国はアジア大陸中央部に位置し､北緯41●32'-52●15'､東経8T●47'-119'

ー1-



54●の間を占め､北･北西で旧ソビエト連邦と(国境線は3,485Ⅹn) ,南東及び南西では
中国と(国境線は4,673Em)国境を接し､東西の最大距離2,392h､南北最大距離1,259

Emで国土面積は156万6. 599En2と我が国の4倍強の面積を有するo

国土の北西から南東に向かって伸びるモンゴル･アルタイ山脈はゴビ･アルタイ山脈

となって東進しゴビ地域に没する.
-方､モンゴル中央部にはハンガイ山脈が西北から

東南に走り､北部ではタンヌ･オーラ山脈とサヤン山脈に連なる｡地勢的には北部はシ

ベリアのタイガ(密林)の連続で森林が多く､その間をセレンゲ､オルホンの 2大河川

が支流する｡ -ンガイ山脈以北から北東部にかけては森林及び森林ステップ地帯が広が

り国土面穣の約1/3を占める｡東部から中央部にかけては草原地帯が広がり､遊牧地域と

なっている｡南部の大部分はゴビと呼ばれる砂漠性ステップと砂漠が混在する地域であ

る｡

気温は寒暖の差が大きく低湿度で降水量が少ない大陸性気候の特徴を持っ｡本調査開

発地域に近いウランバートル地区の年平均気温ほ-2.9'cと低く､厳寒期には-40'cを越

えることもしばしばある｡夏季の 6月-9月の平均気温は16.0●cであり､日格差は 30.0

●cに達するo降水量は地域により異なり､中央部のハンガイ山脈地帯の高地で年間800m

n-1.000mmに達する地域もあるが､ウランバートル地域のでは300nmで,このうち 70-

80%は6月-8月に集中する.相対湿度は年間を通じて低く50-70%であるo

表-1.ウランバートルの月別平均気温､湿度､降水量

月 平均気温湿度降水圭 月 平均帰温湿度降水五

I
-26.1●c75%1.5mm

7 17.0'c85%T2.6m屯

2 -21.7731.9 8 15.06547.8

3 -10.8862.2 9 7.66424.4

4 0.5507.2 10
ll.7656.0

5 8.34715.3 ll -13.7723.7

6 14.95648.8 12
124.0751.6

出所:セレンゲ川流域水資源利用計画(モンゴル国水資源庁)

2.2社会･径済状況

モンゴル国は18州(アイマク)とウランバートル､ダルハン及びエルヂネットの3都

市に行政上の区画がなされているo 1991年の政府統計によれば総人口は2,187.2.DOO人

であり､過去10年間(1987-gl年)の人口増加推移は下表のようである｡率は2.6%であ

る.全人口の56%が都市部にに集中し,特に首都のウランバートルには578.900人く全人

-2-



□の26%)が集中している｡近年でほ伝統的遊牧民は減少傾向にあり､年2回の遊牧を

行う定着型遊牧民が北部地域で増加しているc

義-2.人口の推移及び主要部市人口

Urban Rural Ulaanbaatar

lO98.4 898.6 535.5

1166.1 877.9 548.4

1193.6 902.0 560.6

1225.1 g24.2 575.0

1235.6 951.6 578.9

Darhan Erdenet

83.1 54.5

85.7 56.1

87.4 57.1

88.6 58.2

88.3 57.1

!旦旦L__呈出

1987 1997.0

1988 2044.0

1989 2095. 6

1990 2149.3

1991 2187.2

出所:モンゴル径済統計資料(統計局19gl)

｢モ+国はソ連･東欧諸国の民主化のRZ響を受けて198丁年から控済体制改革に着手し､

工業重視の傾向にあった径済政策の見直しを行い､市場径済への移行を柱に､基幹産業

である農牧畜業の振興及び国営企業の民営化の促進､価格自由化､為替レートの切下げ

含む改革方針が決定された｡しかし市場経済の基盤がないこと､貿易の9割以上が旧ソ

連･棄欧諸国であったため､これらの国の径済悪化の影響を受けモンゴルも径済的な危

機に直面することとなった｡

しかしモンゴルの大改革を西側諸国も高く評価し日本を中心に西側諸国及び国際機関

による緊急援助が19gl年10月の第1回モンゴル援助主要国会議で採択された｡さらに第

2 回モンゴル援助主要国会議が1992年5月に東京で開催されるなど西側諸国及び国際機

関による対モゴル援助促進の始まるとともに､同年には国会議院選挙､大紋領選挙も実

施され､民主化,市場経済は一段と進んでいる｡

モンゴル径済を支える主幹産業は農牧業であり､全労働人口の31%を雇用し､総生産

額(Net Material Product)の19.9%を産出している.また輸出は1991年では鉱工業が

不振なため50%以上を占めるに至っている.また国民総生産(GNP)は1991年で179.

6億け1)サケ､一人当りGNP8,436けl]サケとなる｡

主要輸出産品は畜産品､木材,鉱山資源等あるが総輸出額は1987年(3 2億9千万ド

ル)をビータに減少している(1991年4億9千万ドル) ｡主な輸出国は①旧ソ連②チェ

コ③ブルガリア⑥ハンガ1)- で91年は日本､中国が多くなっている.
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義-3.産業径済指数の推移

就業人口 人口比率

直盈生壁____出払_L⊥盤⊥___

鉱工業 11g.7 27

農牧業 182. 6 40

建 設 52.1 11

運 輸 43.6 10

通 信 7.7 2

貿 易 43.0 9

その他 5.5 1

Ⅳl

率_

2.5

9.7

A.7

5.8

1.3

5.3

1.5

P

ヒ

3

1

PⅣⅠ

也

4924.9

2973.丁

708.7

GSB(TOG) GSB

Din.Tog.) 比率

13T30.9

4878.8

202g.4

2289.2 7.8 758.2

337.5 1.2 19g.0

5742.0 19.6 5349.1

287.8 0.9 226.0

出所:モンゴル経済統計資料(統計局1991)

2.3 国家開発計画

1991年-93年の国家計画の骨子は自由市場径済の導入による国家径済の改革･再建で

ある｡当該計画では国家資産の売却･私有財産の承認､国営企業の民営化､輸出入政策

の改革､価格自由化を重要課題として､農牧業,教育､雇用､エネルギー,運輸通信等

9分野において､法令の整備を含む再建計画が設定されているo

第1回モンゴル援助主要国会議でも明かにされた様に､本国家計画では電力･エネル

ギー施設,運輸通信分野の基礎インフラの緊急整備に次いで､農牧業の生産拡大及び食

料の安定供給､畜産物輸出による外貨獲得に高い優先度が置かれているc本計画の農牧

業分野の開発計画の概要は次ぎの通りである｡

1)国営農業及び生産共同組合の民営化

2)農牧業生産基盤の整備(濯淑施設､農産物貯蔵施設､農業機械の整備･充実)

3)生産者の農牧業径宮改善(個人･家族経営者,株式形式農場の育成及び経営改善)

4)農畜産物価格自由化による生産者へのインセンチイブ強化

5)畜産品(羊毛､畜産加工品)の品質管理技術の向上､輸出振興による外貨獲得

6)家畜衛生サービスの改善

7)飼料生産拡大･安定供給

8)食肉加工･処理､貯蔵施設の整備

2.4農牧業生産状況

当国農牧総生産の構成を部門別でみると牧畜が約70%,農業が30% (1989年)の割合

と畜産が主幹部門となっている辛が解る｡農業部門では小麦､飼料作物及びジャガイモ

が主要作物となっている｡また昔産部門は伝統的家畜の羊､山羊､馬､牛及びラクダと
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非伝続的家畜の豚及び鶏(主に鶏卵)により構成されているc

表-4.分野別農牧業生産の推移

分 野 1987年 1988年 1989年 &

1,851.6 1843.1

700.2 519.7

a,M

248.9 281.2

315.7 311.3

4.4 3.1

38.0 25.5

1.775.2 1,848.7

761.0 802.0

牧 畜

農 業

証1亘五山止L__

食 肉(千トン)

牛 乳(百万1it.)

パター(トン)

鶏卵(百万個)

羊 毛(千トン)

穀 物(千トン)

ジャガイモ(千トン)

野 菜(キトン)

1.71g.6

749.1

2.468.7 2.536.2

235.3 225.3

299.2 300.3

4.1 4.6

28.7 31.1

18.0 18.7

543.3 672.2

14T.8 103.2

48.0 56.3

2.650.7

239.6

319.3

4.8

35.8

19.4 21.1 21.5

686.9 596.2 538.2

155.5 131.1 96.5

59.5 41.T 22.7

出所:モンゴル経済統計資料(統計局1991)

2.4.1農 業

全国土面積156.6百万baのうち耕作地面積は約1.0%の130万haで､放牧に利用されて

いる自然草地及び半乾燥草地が126百万haを占める. 1958年から1960年の食料増産計画

の農地造成事業により､耕作地面積が正大され､農産物の生産量も増大したが不適正な

土壌管理や濯淑施設の老朽化のため土地利用率は低下している.全耕作地面積130万ha

の30%-40%ほ休閑地として1年間放置され実質耕作面積は約80万haであるo

主要作物は穀物(主に/ト麦)
,飼料作物,ジャガイモ､野菜(キャベツ､玉ネギ､カ

ブ人参､ニンニク,トマト)及び果樹である｡平均収量は小麦で約1.0 ton/ba､ジャガ

イモで約10.0 ton/haと低く､低収性の原因は厳しい気候条件(低温により作物の栽培

は年間の5月-9月に限られる)
､澄渡施設や生産資材の不足等である｡モンゴル全土に

は140ケ所の澄渡プロジェクトがあり､濯赦面積は3万haであるが､約50%の施設につい

ては施設の老朽化が進行しており､復旧が必要な状態にある｡

当国の農業地帯は北部･東北部の5州(トサブ､セレンゲ､ボロガン､へンティー及び

ドルノット州)に集中しており､小麦､飼料作物およびジャガイモは特にトタブ､セレン

ゲ､ボロガンの州に約70%が集中している｡野菜及び果樹はトウプ､セレンゲの2州に栽
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培の80%が集中している｡

ジャガイモの10%､野菜及び果樹の100%が濯淑下で栽培されているが､冷害による

被害が多く､都市近郊ではガラスやビニール温室による施設栽培が行われている. /ト麦

飼料作物は通常非港概下で栽培されるが天候不順による減収

4-5回程度と高い頻度となっているo

義-5.主要作物栽培面積

1987 1988 1989

1,336 1.366 1,375

123.554 123.868 124.157

i星山+_

622.9 641.6 673.4

12.4 13.1 12.6

4.O 4.1 4.2

160.8 16g.5 147.7

800.1 828.4 837.9

(50%)の発生は10年間で

1991A

1.371 1,370

124,285 121. 761

皇旦旦⊥_旦旦む_+且岨辻

654.1 615.3

12.2 10.1

3.6 2.8

117.8 79.g

78T.7 TO8.1

耕作可能地

自然牧草地

紐_丘_遺

小 麦

ジャガイモ

野 菜

牧 草

A2＋

出所:モンゴル経済統計資料(統計局1991)

2.4.2牧 畜

当国の畜産は伝統的家畜のラクダ､馬､牛､羊及び山羊と近年,需要が増大している

非伝統的家畜の豚及び鶏で構成されている｡国民への食料供給源としては羊､山羊､牛

豚および鶏(主に鶏卵)が､そして工業原材料の供給の点からほ羊及び山羊(カシミヤ

およぴアンゴラ毛)が東雲な位置を占めている｡馬およぴラクダ(一部では毛用)は主

に運搬用に飼育されている.総家畜飼育頭数は2.500万頭であり､このうち羊が約60%

を占めている｡

家畜飼育については地域特性を生かした分布がみられ,ラクダは主にゴビ地域の5州

及び北西部に集中している｡羊及び馬の分布はウムヌゴビ,ドルノゴビを除くほぼ全土

に見られるが,北部･中央部のザバ-ン､ウプル-ンガイ､トウプ､ホブスゴル､ウブス

州に集中している｡山羊は中部･南西部の半乾燥地に珂育が集中しており､南ゴビ,バ

ヤンホンゴル､ゴビアルタイ､ホプド,ウプルハンガイ及びドゥンドゥゴビの6州で55%が

飼育されている｡牛の飼育ははぼ北部地域のホブスゴル､アルハンガイ､トサブ､ザバ-

ン及びへンティー州に集中し,改良乳用種の飼育はトサブ､セレンゲ州及びウランバート

ル､グル-ン近郊に集中している｡

近年､都市を中心に鶏卵や豚肉および豚肉加工品の需要が急増しており､ウランバー
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トル､ダルハン近郊に大型養鶏場や養豚場が集中している.特に鶏卵は国民に対する安

価なタンパク源として､生産拡大のため15万羽規模の養鶏場建設がモンゴル政府によっ

て開始されたが､経済的困難のため建設が途中で放棄されている｡

表-7.主要家畜飼育頭数の推移 単位 千頭

1987 1988 1989

牛 2,525.9

羊 13.233.8

山 羊 4.38T.7

馬 2.047.1

乏旦_ど__________旦旦旦+

合 計 22.741.1

2.541.3

13.450.8

4.474.3

2.102.9

552.g

23,122.2

2.692.7

14.265.2

4.959.1

2.199.6

558.3

24.674.9

1990 1991

2.822.0

14.721.0

5.249.6

2.259.3

476.0

25.527.9

2.848.7

15,083.0

5,125.7

2.262.0

537.5

25.856.g

出所:モンゴル径済統計資料(統計局1991)

飼育形態は自然草地における放牧が一般的であり､馬､羊,ラクダなどは遊牧民によ

る移動型放牧が行われている｡牛の飼育頭数2$0万頭のうち改良種は7.4%で,殆どは在

来種および交雑種であり､生乳生産の制限要因となっている｡改良乳用種は在来種と比

較して耐寒性に劣るため舎何が一般的である.一部の酪農場における改良種の伺育以外

は自然草地における放牧に依存しているため､冬季における草地の凍結や飼料の不足が

しばしば家畜の大量死を引き起こすなど多くの不安定要因が残されている｡
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3.モンゴル中央北東地区濯叔施設復旧整備計画

｢モンゴル中央北東地区濯瀧施設復旧整備計画+はトサブ州及びセレンゲ州に位置し､

下記の二地区の農業生産地域の施設整備計画をまとめてたものであるc

①ズーン-ラ澄渡施設整備計画

②バッツンパル果樹園芸施設整備計画

3.1ズーンハラ濯淑施設整備計画

3.1.1計画の背景及び経緯

｢ズーン-ラ濯就農業開発プロジェクト+は1974年にソ連の援助により,建設された

国営農場である｡本農場は惑淑施設を整備した生産基盤を持ち,ジャガイモ､ビート､

野菜を主として栽培しているo

ここからの農産物はウランバトール､ダラハン市などの都市周辺部への供給を目的と

しており､ ｢モ+国にとり古くから開発された重要な農場である｡

1989年民主化により農場は株式化され､現在の資本の持株配分は30%が組合貞､国が

TO%となっている｡現在｢モ+国の農場の多くはステイトファームからプライベイトフ

ァーム(株式制)に移行しつつある｡ ｢モ+国全体にはこのような国の持株が半官半民

のファームが50%を占めているc本農場はその代表的なものの一つである｡

旧ソ連､東欧の民主化により現在経済支援を受けることが難しいため､建設された施

設の保全ができず､農業生産が著しく低下しているが,本農場もその生産が30%に留まっ

ている｡

｢モ+国ほ現在特に都市部では困難な食糧自給状態にあり,食糧需給の問題を早急に緩

和するために本プロジェクトの生産施設の復旧整備をはかりたいと計画している｡

3.1.2 計画の実施機関

計画の実施機関は食糧･農業省農業局と水開発局で,実施担当部局はズーンハラ農業

生産組合である｡

3.1.3 計画の内容

(1)プロジェクトサイト

本プロジェクトサイトはセレンゲ州に位置し､首都ウランバトルから北へ約200km､鉄

道沿いのゾーンハラ市に位置している｡ ｢モ+国のなかでは古くから開発された農業生

産地域であるo 1964年にはこの市に｢モ+国で最初の農業技術研究院が置かれたことも

あり､ジャガイモ､野菜栽培の研究基地でもあった｡

農場へのアクセスはウランバトルとダルハンを結ぶ国道のlまぼ中間点から東に60Kmの

位置にあり､農産物の都市への輸送は鉄道､国道いずれも利用できる｡

18-



(2)プロジェクトの現状

1)組織と営農

本農場の所有形態は基本的には株式形塵であるが､株式の内TO別ま国有､ 30%は民有と

なっている｡濯淑施設､大型農機､倉庫は国有である｡営農ほ200人の組合員によって実

施されているが､近年耕作面積の減少から組合長が栽培以外の部門(家畜餌育)に移行

している.栽培技術､機械の修理等はすペて本農場だけで管理している.

2)施設状況

耕作境模としては600haの開発を行ったが,現在は300haの栽培面積で営農を行って

いる｡水源施設としては開発当初は8本の井戸を掘り､濯波方法はセンターピボット 方

式のスプリンクラーである｡しかし現在は水中ホンプ4台,散水機3台のみ使用可能な状

態にある.耕作地域は-ラ川の流域にあり､地下水は豊富で雇淑用水に不足は生じてい

ない｡

港淑施設は地下水を汲み上げている水中ホンプ､変電所､地下ケーブル等かなり老朽

化している.特に変電所(10.000V-380V)は4基あるが危険な状態にあるo また変電所か

ら各ポンプまでの配線(地下ケーブル)ち-部切断している｡

農機具は近年特に補修パ-ツがロシアから入手できず農機具の40%が稼働でさない状態

にある｡

(3)計画の内容

本プロジェクトは現況施設の濯淑施設復旧と生産加工施設の整備により､農産物の増

産を図り,逼迫している都市部の食糧不足を解消するためのものである｡

1)濯淑施設の復旧整備

①井 戸:水源は地下水を利用している.井戸は口径400mn¢､深度80n､現在

8本ある｡計画地区はハラ川の流域に位置するため水源は豊富である｡

井戸そのものは改修せずに利用できる状態にあると判断できる｡した

がって､井戸は改修せず現在のものを使用する計画である｡

②ポンプ･散水器:ポンプは水中ポンプで仕様は以下のとうり.揚程85m,出力4

5XY､ 651/s､ (2107b3/hr) ､ 8台中3台稼働しているが老朽している

ため8台の更新計画とする.散水器はセンターピボットで, 8台の改修

を計画する.センターピボット半径370n､水圧7Eg/cn2 ､スプリン

クラー散水､半径25mo

③電源施設:濯淑のための電力はウランバトルから送電されている｡現在問題に

なっているのは地区内の水中ポンプへ利用するための変電施設と地

区内ケーブルの改修が緊急課題となっているo

変電所 : 10.00DVから380V 4台

配線ケーブル: 6En
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2)加工施設:本農場で生産されるカブ､キャベツ等の野菜の保存加工機材計画c

加工場:200m2､野菜千切り機:5台

3)農積具 農械具は現在300haの耕作に見合う競模で整備されているが､械械は老

朽化しており､部品調達のために台数を減らしているのが実状である.

本計画ではこれらの機械の補充と全体耕作面積60Dhaに対応できる農機

具の整備を計画する｡

①トラクター :3台(100EP)

②インプルメント.･3式

③野菜移植機 : 2台

3.2バッツンパル果樹園芸施設整備計画

3.2.1計画の背景及び経緯

トプ州バッツンパルにある果樹園芸研究所は｢モ+国で唯一の果樹育種(チャツルガ

ン)の研究と生産を実施している機関である｡また当研究院は養蜂研究と生産も手掛け

ている｡

当研究院は1967年旧ソ連の技術援助により,寒冷地果樹の研究､生産､更には苗木の

育種により普及も実施してきた｡ ｢モ+国政府ほ食生活の多様化から果樹,蜂蜜の生産

を拡大し,国民の食生活の改善を行うとしている｡

また､当研究院は果樹の苗木を全国に配布･販売していたが､育苗温室設備が老朽化

し､利用不可能になっている｡ ｢モ+国の栽培径嘗者は苗木の入手できず,当研究院の

整備を重要課題の一つとしている｡

3.2.2計画の実施械関

計画の実施機関は食糧･農業省農業局で,実施担当部局は｢バツンJ<ル果樹園芸研究

院+である｡

3.2.3計画の内容

(1)プロジェクトサイト

バッツンパル果樹園芸研究院はウランバトルから北へ130k¶､鉄道バツンパル駅沿線に

位置している｡圃場ほハラ川の支流パインゴル川の洪積台地に位置する｡農産物の消費

地であるウランバトルへの輸送は鉄道､幸いずれも可能な位置にある｡

(2)プロジェクトの現状

本プロジェクトは100haの計画用地がある｡現在は20haのチャツルガン果樹畑が開発さ

れ､生産が行われているo本研究院の職貞は48人組織は以下の要である｡また年間予算
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は300万トプルグであるo営農組織は下図のようになっている.

A.S. I.S.B

果樹部門100ba 研究部門 養蜂部門

21人 6人 20人 計48人

生産加工物はチャツルガンジャム､ジュウス､油,蜂蜜等で,生産貴は下記のとうり

である｡

①チャッツルガン･ジャム

② ”

･ジュース

③ ”

･油

⑥蜂 蜂

: 6-いン(300-40Okg/ha/年)

: 3トン(1トン/ha)

:小玉(薬用,種子から取る)

:5-6トン

本プロジェクトの生産施設は藩政施設,果樹育苗用のグリーンハウス,農産加工施設

等である.これらの施設は1gTOに建設されたものでいずれも老朽化が進んでいる.特に

グリーンハウスは殆ど使えないため苗の育成ができず､果樹畑の拡張を難しいのもにし

ている｡

(3)計画の内容

｢モ+国は主要な果樹であるチャッツルガンの生産を現在の20haから計画当初の目標

である100haに拡大する計画であるo 20haから100haに拡大するためには百を育てるため

の育苗温室(濯概設備付グT)-ンハウス)が必要となる｡この苗は全国の果樹栽培径嘗

者に配布される｡また､生産規模拡大にともないジュース,ジャム,油等の農産加工の

機械化が必要となる｡

果樹園は濯淑施設無しでは栽培は難しいため､藩政施設の整備も計画する.水源はハ

ラ川の支涜パインゴル川から取水しているが､敢水施設,水指施設も老朽化しているた

め改善する｡

取水口から圃場までの間に約157nの落差があるため小水力発電を計画し､種苗温室澄渡､

噴房等のエネルギーとして利用する計画とする｡

1)液淑施設

漕淑施設の改修内容は以下の通りとなる｡
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①堰の改修

(診取水口の改修

③用水路改修

④圃場水路の建設

2) グリーンハウス

①グラスハウス

:幅15m､高さ1.OTn 蛇寵

:幅1.Om,高さ1.5tA ､ 2門

: 6En,ライニンケ◆

:畝間藩政用水路100ba

: 250m2

②ハウス内港淑施設く低圧スプT)ンタラー) :250m2

③ポンプ及び水槽雀備: 10n3

3)農道整備

①河川横断暗渠

②砂利道整備

4)農産加工施設

①ジュース加工械

②ジャム加工機

③ハチミツ加工機

5)小水力発電計画

①水量

②落差

③発電量

: 4ケ所

: 6k甘l

:2台

:2台

:1台

: 1I13/see

: 151TI

: 50KY
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4.種子増殖施設整備計画

4.1計画の背景及び径緯

｢モ+国の穀類の主要生産物である小麦は, 1990年から生産量が減少しており､都市

部の小麦不足が深刻な問題となっているcその原因の一つに種子の不足､精選不良種子

の増加が挙げられている｡

野菜については都市部での食事の多様化からその需要は年々増加している｡しかし国

民一人当りの消費量は15-20XgでFAOの健康的生活のための野菜消費量80Ⅹgからは

1/4以下である.野菜生産の生産の基礎資材となる種子は70%以上がロシア,中国から

の輸入に頼っている｡野菜の種子が高く､生産者は容易に手に入ることがむずかしい状

況にある｡

グルハン農業技術研究院は｢モ+国で唯一′ト麦､野菜の種子の研究･生産､改良､原

種の保存栽培などを実施している｡しかしながら､小麦種子生産のための濯淑施設の老

朽化､選別機械が交換時斯にあるなど､生産が半減している｡

また野菜については種苗育成のための温室設備の拡充､移植後の栽培圃場の整備(

濯叔施設)
､精選施設､種子採種用母本の貯蔵施設の拡充などの事業が必要になってい

る｡食糧農業省は小麦,芋､野菜の需要拡大に伴いこれらの諸課題について改善･整備

計画を優先プロジェクトとしている｡

4.2小麦･野菜の生産と消費の現状

｢モ+国の主要穀物である小麦は実質耕作面積60万haと云われており,ウランバトル､

ダラハンを含めセレンゲ､トプ両州で生産の約70%を占めているo小麦は通常非濯淑下

で栽培されているが､近年減産傾向にある｡ ｢モ+国の農業は天候不順による減収の発

生を生じるが､人為的には農機具の補修の未整備､貯蔵施設､種子の不足による作付け

面積の減少､品質の低下による発芽率の低下も原因と農業省では分析している｡

小麦の生産はここ3年間は年々減少しており､食糧援助で小麦粉を受入れている状況

にある｡

農業省は農械具に対しては日本に2 KRの機材供与の協力要請を出しているのに続き､

小麦の優良種子の生産を強化し､充分な配布と自家採取の世代交代の適正化を図る計画

を進めたいとしている｡

一方野菜についてみると,ウランバトル､ダルハン等では都市生活者の増加､食生活

の多様化,健康的な食生活の改善指向などで野菜の需要増加が著しい｡また市場経済､

民主化の社会構造への移行,国際関係者の増加と相侯って､野菜の必要性が急激に高ま
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っている｡

｢モ+国で栽培されている野菜はキャベツ､玉ねぎ､カブ､人参､ニンニク､キュウ

リ､ネギ､トマト等である｡栽培はカブ､人参,等は直蒔であるが､キャベツ,キュウ

リ､トマト､玉ネギは育苗後に移植している｡特にトマト,キュウリは-ウス栽培であ

る.野菜全体の作付け面積は1989年をさかいに減少しており､生産も1991年では半減し

ている｡

したがって,農業省は野菜の生産拡大を図ろうとしている｡その政策の一つにウラン

バトル近郊でほ農耕を行う市民には0.5baまで､無料で耕作させている｡しかし､生産の

基礎資材､特に種子が不足しているため野菜生産は増加していない｡

野菜種子は輸入に頼っているが､輸入種子は｢モ+国の気候に十分には馴染んでおら

ず生産性も低い｡本研究院は｢モ+国の野菜種子の20%を生産しているものの,その施

設は旧ソ連､東欧諸国からの技術援肋によるもので､施設･桟材は古く､整備水準の低

いものである｡

最近5ケ年の小麦､野菜の生産量及び消費量を下表に示す｡ (モンゴル国統計資料)

(単位: 1,000け)

1990 1991

596.2 53S.2

131.1 96.5

41.7 22.T

(1)生産量

晶盈__________+山姐____ユ旦朗

小麦 863.9 6T2.2 686.9

イモ 147.6 103.2 155.5

野菜 4B.0 56.3 59.5

(単位: 1kg/1人)

1989 1990 1991

415.6 346.1 279.5

77.0 63.2 45.3

29.5 20.1 10.6

(2)消費量

品盈______+遡⊥_____+且鎚

小麦 464.4 414.0

イモ 76.9 52.5

野菜 25.0 28.6

4.3計画の実施機関

計画の実施械関は食糧･農業省で実施担当部局は小麦,野菜の栽培,育種の研究､更

には種子の採種,販売を実施している｢グルハン農業技術研究院+であるo

4.4計画内容

4.4.1計画地区の概要

(1)計画位置

プロジェクト位置は研究院の施設があるダルハン市の中にある｡ダルハンは首都ウラ
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ンバトルから北へ250kn､ツプ県内にあるが､特別行政区になっている｡小麦種子圃場

は整備されてから10年を経ているが､野菜種子圃場はハラ川の近くに新設される｡

(2)自然条件

1)地形

グル-ン市はハラ川によって形成された洪穣平野地で､標高700Tn､土壌はローム砂質

土である｡圃場サイトの地形は平坦な台地である｡

2)気象

本研究院には気象観測所があり､最近10年のデータが記録されている.気温は寒暖の

差が大きく低湿度で降水量が少ない大陸性気候の特徴を持つ｡グルハン地区の年平均気

温は-2.9'cと低く､厳寒期には-40●cを越えることもしばしばあるo夏季の6月-9月の

平均気温は16.0●cであり,日格差は30.0●cに達する｡また6月にも0●c以下にさがるこ

ともある｡降水量は200-3007n7nで､このうち 70-$0%は6月-8月に集中する｡相対湿度

は年間を通じて低く50-70%である｡

(3)社会条件

グル-ン市は｢モ+国第二位の人口8.8万人の都市である｡産業は周辺地域より生産

される小麦の製粉､食肉加工､乳製品製造と農産加工の基地となっている｡グルハン市

を含めウランバトル市､セレンゲ､トプ州は農業生産の多い州であり､その加工､消費

の中心となっている地域であるo また,人口が50%近くが集中する大消貴地出もあるc

(4)種子生産の現状

グル-ン農業技術研究院は1960年の開設以来旧ソ連､東欧諸国との技術協力､資金協

力を受けて栽培技術の研究､種子の生産を行ってきたが､ 1989年に始まる民主化の影響

を受け,モンゴルに対する経済･技術援助が縮小したことにより､当技術院は生産資材

の不足､補給の停滞のため生産が著しく減少している｡そのため生産施設(濯叔施設等)

､精選械材の老朽化が進んでおり､生産量が低く､精選精度が悪いo

一方野菜種子は当研究院で生産しているのは｢モ+国需要の20‡程度で大部分を輸入

に依存している｡しかし､野菜の需要と生産意欲は年々高まっている｡小麦､野菜の種

子は80-90%を輸入しており､農業生産の基礎資材となる種子の生産は｢モ+国にとっ

て急務である｡

4.4.2生産計画

(1)整備計画の概要

｢種子増殖整備計画+の改善､増設の整備内容は以下のとおりである｡

1)/ト麦種子生産
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小麦種子生産は現在200baの圃場で栽培しているが,生産低下の原因となっているた

め施設の整備を行う｡整備内容としては①澄渡施設の復旧(現在30%の稼働率) ､ ②精

選機材､ ③農機具の更新, ⑥原種の貯蔵庫 などである｡

但し､小麦圃場の濯淑施設(スプリンクラー,パイプライン)は全面的な整備の必要

はなく､施設は概ね利用できる状況にある｡

2)野菜種子生産

野菜種子に関しては試験･研究とその栽培(ビニールハウス3棟)は当研究院本部に

おいて実施している｡種子生産はダルハンから120kmのズーンハラ農場(20ba)で行って

いるが､この農場の規模が小さいこと､人力による畝開港蔽であるため充分な生産管理

ができないなどの理由から､当園の増加する種子需要に応えることができない状況にあ

る｡このような状況下で当研究院が生産しているのは需要の約20%程度と云われている｡

本計画ではこの需給率を80%に改善する計画である.生産品目は玉葱､大根､かぶ､ね

ぎ等1 3種類になるo

そこでダル-ンに新たに45haの栽培圃場を計画し､種子の増産とその栽培技術の確立

を図る｡またこの計画では野菜栽培技術を高めるための実証圃場も設ける｡

整備計画としては新設圃場の澄渡施設整備､種苗育種ハウス､種子精選資機材､検定

･パ17ケイジング機材などである.

(2)生産計画

1)対象面積及び生産方式

G)小麦

ダル-ン農場200haの既存圃場で小麦種子を生産するc現在1.0-1.2トン/haの硬玉であ

るが､これを3.0-2.0け/haを目標とし､総生産は400-60い1/を目指す｡

②野菜

イ)原原種､原種採種は当研究院に計画されるガラスハウス､ビニールハウスで行う｡

ロ)保証種子は新設される45haと既存圃場(ズーンハラ)の20haで栽培採種する｡

ハ)採種された種子は当研究院に隣接して計画される精選場において選工程をかけパ

ッケージングを行う｡

③対象野菜種子と生産量

本プロジェ･yクトで生産される野菜種子の種類と生産量は以下のとおりである｡

且珪

400

50

5

16

1.蓮蒔白菜 1

2.早蒔白菜 1

3. ニンニク 2

800

100

10

ba 重工工∠虫垂

45

25

2.5



堤

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

索 ha T/ha

カブ

タマネギ

ウイキョウ

ラデイシュ

大根

ヤンシュイ

ニラ

ビート

ウフルスル

ドンノゴ

7

8

9

10

ll

12

13

1.20

1.00

6

10

3

2

400

250

3

5

6

1

0.5

50

1

4

15

6

5

6

6

3

2

12

5

6

4.4.3施設計画

(1)小麦種子採種圃場の整備計画

1)濯淑施設の整備

濯概用水は現在ハラ川から取水しているが水源として問題はないo取水口から約1.0 km

導水し､ポンプで圃場へ圧送する｡施設の改修は以下のとおり｡

①取水施設の整備

イ)導水堤の改修

ロ)取水ゲート

-)水路

②ポンプ施設

イ)ポンプ

ロ)建物

: 70m (蛇寵)

:2門(1.578 × 2.07n)

: 1.000爪(側面石張り)

: 2台(揚程1107b､口径200mm､ 751/S)

: 100m2

2)資榛材整備

小麦種子の精選機材と耕作農機具の半数以上が更新時期にあり､生産に工程に大きな

障害を与えている｡更新される資機材は次のように見積られる｡

①精選機材

イ)脱穀械 :1台

ロ)選別機

②農機具

イ)トラクター

ロ)ハーベスター

-)インプルメント

:1台

:ユ08肝 1台

:100HP l台

:1式 1台
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3)倉庫

小麦の種子､特に原種保存用として貯蔵庫を整備する｡

①貯蔵庫 : 188Tn2

(2)野菜種子生産施設整備計画

1)採種圃場整備

ガラスハウス､ピエール-ウスで苗､母本を育てたのち露地栽培とする｡栽培圃場は

生産管理のため濯概施設を整備する｡水源はハラ川から取水し,水路で圃場予定地まで

導水するo圃場は栽培管理の面から散水濯淑とする｡

①取水施設

②水路

③ポシプ

④圃場散水施設

:取入れゲート 2門

: 1,000Ⅶ

:2台

: 45ha

2)育種施設

品種改良及び原々種並びに原種採種はガラスハウス､ ビニールハウス,ネットハウ

スでなどで行う｡これらの施設は当研究院に隣接して計画する｡

設も整備する｡

(》ガラスハウス

②ビニールハウス

③ネ･yト-ウス

:種苗用2棟

育種用1棟

: 400n2

: 680112

:360m2 ×2 = 720m2

: 180m2

またハウス内は濯淑施

3)種子精選施設

採取した種子は精選センターで,精選､検査､消毒､包装され出荷あるいは貯蔵され

る｡

①種子精選設備

対象品日である1 3種類の野菜種子について､それぞれの種子の形質,形状に合

った精選工程を2ラインに分けて行う｡

選別ラインの種子分類Aライン:タマネギ､

Bライン:-クサイ,

イ)バケットエレベーター

ロ)粗選機

ハ)石除械

ニ)比重選別械

ホ)風選機

へ)粒径選別機

②消毒､包装
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イ)バケットエレベーター

ロ)トリエーター

ハ)計量器

ニ)包装装置

〝

〟

〝

:紙袋,綿袋

③野菜種子検定･試験研究用器具

種子検定ならびに研究用として種子プロセッシング建屋内に実験室を設置し､各

種試験器具を配置する｡

4)種子貯蔵庫

精選済みの野菜種子の貯蔵を目的として､適当な温度､湿度を維持するために除湿装

置を持った貯蔵車を設置する｡

また､野菜の多くは種子採種のため翌年の春まで母本を保存する｡顎雇母本貯蔵庫が

規模,設備とも充分でないo既存貯蔵庫の改修と増設を計画するo

①種子貯蔵庫 12m2

②母本貯蔵庫 480n2

5)建物施設

建物施設としては種子精選場と施設管理用の事務室､農械具格納庫用倉庫等であるo

①種子精選場 450Tn2

②倉庫 200m2

6)車輔､農機具類

種子の栽培､管理､運搬･流通のために次のようなの車輔､農機具類を配置する｡

①ランドクルーザー : 1台

②トラック 2トン : 1台

③トラック 小ン : 1台

④フォークリフト : 1台

⑤トラクター : 1台

⑥インプルメント :1式

⑦ティーラー :1台

⑧動力噴霧器 : 1台

⑨背負式噴霧器 : 2台

(3)事業実施による効果

プロジ,Lクトの実施による事業効果として下記の項目が挙げられるo

①不足している小麦､野菜種子の増産により農生産物の増大と需要の安定化
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②/ト麦､野菜生産地域の農民の所得の向上

③種子の輸入依存を減らし､国家経済改善への貢献

⑥ ｢モ+国における種子生産技術及び栽培技術の向上

このプロジェクトは｢モ+国における種子生産及び小麦､野菜､芋の栽培技術の研究

を行っている唯一の機関である.当研究院の施設の改善,整備は｢モ+国全林の農業発

展に寄与する｡

(4)事業の運営

1)事業実施主体

本プロジェクトの事業実施主体は食糧･農業省農業部の研究機関であるグル-ン農業

技術研究院となる｡

現在､この研究院は小麦､芋､野菜の栽培技術の確立､種子の改良･生産､原種の保

存,等の研究を行っている｡職員数は

2)事業の運営と組織

整備完了後の施設は改良前と同様に当研究院によって運営される｡栽培圃場の拡大に

伴い必要な職員､労働力は適宜補強する｡栽培､品種改良､種子加工､採種にあたって

は日本の専門家による技術協力を求め生産性を高めるo

また種子流通に関しては､現在行っている当研究院の販売ネットワークを活用する｡

したがって､本プロジェクトの生産と流通を含めた一連の運営について充分に対応でき

るものであるQ

本プロジェクトの運営は上記のようなスタッフを輔車し､その組織iま下図に示す.

所 長 1

生 産 部 長 1

総 務 部 長 1

栽培管理技師 3

種子処理技師

栽培普及技師

機械技師(農横具) 1

運 転 手 3

秘 書 ‡

s a b T o t al 17(人)

人夫----･- ‡0

3T (A)
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なお本プロジェクトの円滑な運営のために日本からのプロジェクト技術協力を要請す

る｡

生生ご_之農芸昆箇

鍾王堕盈塾

所 長

増殖部

日本技術協力チーム

グーt持

生産部門

栽培管理課

原種の生産

保証種子の

栽 培

普及課

委託農家の栽培

技 術 管 援

普及･営農指導

種子加工課

種 子 精 選

パッケージング

運 搬

技術部門

品種選別

品種改良

品種検定

総務部門

販 売

会 計

運営企画

プロジェクトの事業連嘗貴は種子の版売によって補う計画である｡本ブロジ3Lクトで

生産される種子は大略 トン/yearと予測される｡販売価格は種子価格の変動はあるも

のの､輸入価格の1/2程度と見積るとUS$ 0.000を見込めるo

一方事業運営費は職員人件費および生産費を含めて概ねUS
$ 0.000となる｡したが

って､本プロジェクトの推持管理及び事業運営を可能とした計画である｡

(5)種子流通システム

現在当研究院が実施している種子流通システムは､当研究院が組合組彼の農場､会社

組織の農場､個人農業者に直接販売している｡計画後に生産される種子の流通について

も現在のシステムが活用される｡
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種子の圭が多くなるため宣伝のための資料の配布､また新しく出来つつあるマーケッ

ト､商店への配布等を計画することも必要となる｡

5.総合所見

市場径済への移行という大転換期にある｢モ+国では､旧ソ連や東欧諸国からの援助

の縮小により経済的危械の直面している｡国家径済の再建と発展のためには当国径済で

重要な位置を占める農牧業セクターの開発は不可欠である｡そのためには老朽化した生

産基盤の整備,生産構造の改革ならびに人的資源の開発は急務である｡

｢モ+国の農牧業開発を考える上で人口の約40%カ,'集中するウランバトルを含むト ウプ

及びセレンゲの 2州は極めて重要な地域であり､主要農産物の基地ともなっている｡

当該地域の抱えるさまざまな問題点,開発の制限要因を解明し改善計画を策定し開発

事業を実施することで当国の農牧業の発展に大きく寄与することができるものと確信す

る｡

本調査において実施した｢モンゴル中央北東地区藩淑施設復旧整備計画+は二つのプ

ロジェクトからなっている｡

①ズーンハラ濯淑施設復旧整備計画

首都ウランバトルをはじめ郡市近郊住民へジャガイモ､カブ､キャベツ等の野菜

の供給基地である｡

②バッツンパル果樹園芸施設整備計画

｢モ+国唯一の果樹研究院であるとともに果樹の生産と加工､百の配布を全国に

している｡

また｢種子増殖圃場及び生産施設整備計画+はダルハン農業技術研究院が小麦,野菜

の種子の研究､生産､販売配布を行っている｡これらのプロジェクトは早期の事業実施

化を期待しており､また,その境摸から勘奏し無償資金協力が適当と判断される｡プロ

ジェクトはいずれも旧ソ連の技術援助ではじめられたが､近年管理援助が続かず,施設

･機材も古く整備水準も低い｡しかしプロジェクトは｢モ+国に取り重要であり,施設

の稼働の低下により,農業生産に大きな負の影響を与えている｡

本計画の主幹実施機関である農業省と水資源庁､自然環境保護委鼻会等の関連械関と

の協力捧制も確立されており､農業省のみならず国家開発省及びモンゴル国外務省も本

尭件の早急な実施を望んでおり､本計画は当該地域の発展に貢献するのみならず周辺地

頓に対するモデルケースとしての波及効果にも高い期待を寄せている｡これらの点を考

慮すると本計画はモンゴル国農業の発展にとって高い優先度を持つ案件と判断される｡
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6.その他の尭件

薮与-='5I･liレ:-･i･‡':;-達液施汝及び林水力復伯計画

本プロジェクトはブルガン州のカラコルムにあり､カラコルム農業協同組合が濯概面積

4.000baを持って小麦,牧草､ジャガイモを主に栽培している｡本地区は海抜1.400-1,

700nの位置にある0年間降雨250m程度で6月の発芽期に降雨が少なく溶液が必要とされ

ているo澄渡栽培の場合は2.0-2.5け/haで無藩政の栽培は0.9トン/haとなる｡

慈悲設備は1g80年が建設され､現在も圃場官界機場は建設途上にある.オルホン川に

取水堰を建設し地区内には閑水路でダラビティによって導水している｡圃場の感淑はポ

ンプとスプr)ンクラーによる散水濯淑をしているo

現在の農場組合員は400人で径宮は国有株が70%､民間棟30%の比率による持株構成で

行われている｡施設内容は以下のとおりである｡

取水堰

幹線水路

ポンプ場

ス7●リンクラー

:幅70m､高さ2m,取水ゲート4門

:コンクリート三面張り 15km

:4機場 (1機場ポンプ4台)

:センターピボットDF-120 (460FA) 24台(1台100ha)

〝 DKSE-64(60m) 6台

:レインガン型 DVⅣ-70(Tom) 11台

小水力 : 264KY/H 2基(380XY)

･濯概施設1980-1990年にかけて建設されたもので､復旧整備が必要としている施設は

幹線水路の一部であるo

｢モ+国では/ト水力発電所がニヶ所あり､このカラコルムの発電所がその内の-つであ

るo建設されたのは1960年(中国の援助)で､現在2基ある発電機の内一機が修理中で

使われていない｡機械､コントロールパネル等が古くなっており､ペンスト′ク､ゲー

ト､スクリーンを合わせ改修を計画しているo発電は一部濯淑電力､集落電灯､医療積

関等に使われている｡

この水源は漕艇用の幹線水路を利用しているため,安定した発電のためにも澄渡水路

の改修が重要となっている｡日本の無償資金協力を受けるためにADCAによるP/ど

を期待している｡
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7.添付資料

7.1調査日程及び面会者

日 程 行 程

平成4年

6月14日(月)

6月15日(火)

6月18日(衣)

:成田発/北京暑

:北京発/ウランバートル暑

:食糧･農業省と日程調整

P/F協議

日本大使館表敬

6月17日(木) :現地調査(グルハン)

ウラン^'ルーターラ八'/移動

ター仙ン農業技術研究院

6月18日(金) :ター仙ン農業技衝研究院

セレけ州政府

6月19日(土) :現地調査(グル-ン)

ターkflン農業技術研究院

6月20日(日) :同
上

タール八ン--スーーン^ラ移動

8月21日(月) :スーー八ラ農場調査

6月22日(火)
.･11'ワンh'h果樹園調査

6月23日(水) :同 上

八一7yハー*--ウラン11'トル移動

6月24日(木) :食提･農業省協議

6月25日(金) :カラ紬ム藩政地区調査
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移動日

移動日

Mr. G.Davaadorji (次官農業担当)

Ms. 良.DuriyaTq (海外協力部長)

Mr. ち.Avirned (濯概局長)他3名

蓮見大使､

Mr. ∫.Mijiddorji (農業研究院所長)

Mr. AltansukhR (副所長)

Mr. Yolooj (現場主任)

Mr. T.Turl陀nda (主任)

農業技術研究院6名

Nr. 1.恥ambuu.Ph.D (知事)他2名

同上研究院 6名

同上研究院 4名

Mr. B.Ninjigdorji (所長)他2名

Ms.D.Selenge (果樹研究院所長)他3名

′′

Nr. G.Dayaadorji (次官農業担当)

Ns. R.DuriyaI (海外協力部長)

Nr. B.Avir一ed (港淑局長)他3名

姐r.D. Chandman他5名



8月26日(土) :資料整理､ T/正作成

6月27日(日) :同 上

6月28日(月) :農業省との協議

通産省報告

国家開発庁

6月29日(火) :食糧･農業省､都市計画局

ウラン八一け発/北京着 移動日

6月30日(水) :北京発/成田著

Nr. G.Davaadorji (次官農業担当)

Ns. E.Duriya7n (海外協力部長)

Mr. ら.Avimed (濯淑局長)他3名

山r. ∫.Nijiddorji (農業研究院所長)

Ms.D.Selenge (果樹研究院所長)他3名

ws. L. Nasanbuyan (通産省国際局次長)

Mr.B.Doyoddorj (経済協力課)

Ns. R.Duriyam (海外協力部長)

Mr. D.Sodno7n (首相顧問)

帰国

7.2収集資料
一

統計資料(統計局1g91)

- 全国地図(1･.3,000.000)

- 地図(セレげ,け､7一ルがン､オ仙'J8'イ､エッチイ､オ/コーヒー)1:700.008

- 全国畜産地図(1:3.000.OOO)

7.3業務従事者経歴書

氏名 進藤 澄雄(stNDO SUN10)

生年月日

現住所

専門技術

最終学歴

職歴

主要業務径歴

昭和18年9月30日(49才)

東京都町田市相原369 (Tel.0427-73-0558)

農業土木

昭和41年東京農業大学農学部農業工学科卒業

内外エンジニアリング海外事業本部,技術部長(昭和41年-現在)

昭和56年イントーi〃1)†ム肘ン濯淑計画D/D濯淑排水

昭和58年エソー7●ト北村イニ7未●-トサイr南部農業開発計画F/S施設設計

昭和59年へ●ルーチ†ン別ワ沖谷濯淑復旧計画F/S濯概排水

昭和62年へ●ルー野菜生産技術センターモデルインフラ整備事業施工管理

昭和63年ハ●ラグ●ァイラ･コルメナ農村総合整備計画F/S澄渡排水

平成2年八●テクーァイラ･コルメナ農村総合整備計画I)/D濯淑計画

平成4年コ-げ‡一トh･ n'川農村総合整備計画S/Y環境評価
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氏名

生年月日

現住所

専門技術

最終学歴

職歴

主要業者歴

内藤 明(AR柑A NAITO)

昭和21年10月8日(46才)

千葉県我孫子市白山3-8-6-201(Tel 0471-85-0525

農業械械･かんがい機材

千葉大学文理学部社会科学科

㈱クボタ ポンプ営業第三課 課長

昭和53年7ラフ一首長国連邦Mイ･ア抑†*･サマ八送水管工事

昭和57年イン｢i〃 ウシーユ1JT(げン地区給水･排水工事

昭和62年ヘ●*- チョシーカ給水整備計画

昭和63年i-I)t'7 コチ†)1'ン八`野菜種子増殖計画

昭和63年北京野菜研究tン9-整備計画

平成元年よ◆I)t'ァ ェ〃小配水計画

平成2年1･/フ●ト 保水剤実験農場計画
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7.4モンゴル政府へ提出したT/R (秦)

種子増殖圃場及び施設整備計画 T/a (秦)を別紙の通り作成し､調査団が作成し､モン

ゴル農業省へ提出したものである｡
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Appllcatlon Form for Japan.s Grant Aid

Applle8nt :

Project Tltle:

EcollO皿1c Sector:

Project type:

Total Project Cost:

RespoTISible Minlstry:

Implementlng Agency:

The Government of Mongolia

Seed ltultlplleatlon I)evelopment Project

Agrlculture

Rehabllltation and eonstructlon of seed

produetlon fields and facllltles.

ロS 忠

Mlnlstry of Food and Agriculture

Darkhan Research lnstltute of Plant Breeding and

Agrlculture.

Ⅰ. Background

1. Current Sltuatlon of the Sector

The agriculture and stock-breedlng･ sector holds an extremely lnportant

positlon ln the Mongolian economy. About 31駕 of the total labor

populatlon ls engaged
ln this sector, and the livestock products and food

tuaterials produced account for 39.2% of the nation's exports･ Overall,

agricultural and stock-breeding productlon account for about 70% of

stock-breedlng and 30% of agrlctJlture.

The area of cultivated land has been expanded by the farmland formation

project of the 1958-60 Food Production lncrease Progra皿･ Of the total

Mongolian larld area of 156.6皿1111on ha, 1.3 million ha, or about l宅, is

cultivated and; another 1.25 nill土on ha ls nattlral and se皿iarid

grasslands used as grazlng land. Slnce 30%-40宅of the l･3 mllllon
ha of

cultivated land lュes fallow for one year, the actual cultlvated land is

approximately 0.8皿1111on h8.

The major crops are gralns (nalnly wheat), feed grains, potatoes,

vegetables (cabbage. onlon, turn1p, carrot. garlic and tomato), and

fruits. The average yields are lov: L)pprOXlmately 1.0 ton/ha for wheat

and approxl皿ately 10.0 tons/ba for potatoes.甘beat and feed gralns are

usually cultivated without irrlgatlon, but 10.i Of potatoes and lOD% of

vegetables and fru1ts are cultlv8ted under lrrlgatlon･

The agricultural zones ln thls country are concentrated in five TIOrthern

and northeastem states, 1.e., Tov, Selenge, Bulgan, Hently, and Dornod.

Approximately 70亀of the cultlvatlQn Of wheat, feed gralns, and potatoes

is concentrated in the states of Tov, Selenge and Bulg&n, while 80% of

the cultlvatlon of vegetables and fruits ls concentrated ln the states of

Tov an丘Selenge.

Influenced by the collapse of the former Soviet Union and the

de皿OCratlzatlon ln EasternEurope since 1989, econo皿1c and technological

support to Mongolia has been reduced. Consequently, production has

undergone
a remarkable decrease because of a lack of the basic production

materlals lncludlng seeds and weakenlng of the lnfrastrueture due to
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deterloratlon of lrrlgatlon facllltles.

This ls the background of the Mongolian governnent's request to the

Japanese government for a grant aid cooperation project, the top-qu&11ty

seed nultipllcatlorl facilitles lvLprOVenent plan. This will provide the

most basic materlals for lncre8Sing the productlon of wheat, potatoes,

and vegetables.

2. Problems to be Solved ln the Sector

since approxltnately 80寛一90Ql. Of wheat

there is an urgent need for 批)ngolla

constitute

whlcb have

follo甘S :

the baslc ylaterlals for

arisen ln the process of

-

Ensurlng

populatlon
- Selectlng

1nereaslng

Ensurlng

and vegetable seeds are l皿pOrted,

to produce such seeds vhich vlll

agricultural production. Problens

lncreaslng seed production are &s

a stable supply of food (wheat and vegetables) to the

seeds sultable for the cold dlstrlcts of Mongolla, and

thelr produetlon.

stable production of seeds by prepariTlg an lnfrastructtJre,

such &s seedllng fields and Irrigation facilltles needed for seed

productlon and storage甘&rehouses for BOther pl&nts･

- Dlffuslon of top-quality seeds acbleved by refined seleetlon of seeds･

packaglng, and lmproveⅢent of dlstrlbutloD SyStetD･

-

Increased productlon of vegetables for the domestlc皿arket･

3. Necessity and IDpOrtanCe Of ItuprovemerLt ln the Sector Leadlng to

Program Fornulatlon

wheat, a major grain product ln Mongolia, has shoyn a decline in

productlon slnce 1990･ A vbeat shortage ls nov a

urban dlstrlcts. Tbe seed shortage and an Increase

seeds are consldered to be part of the Cause of such

The demand for vegetables has been

districts due to dlverslflcatlon

consuⅦptlon per caplta ls as low

quarter of the desirable vegetable

recomtBended by the FÅo. Solne 70%

1ncreaslngアear

of the diet.

serious problem ln

ln poorly selected

deflclency.

after year ln urban

tTowever, vegetable

as 15-20 kg, vhlch ls less than a

consunption (80 kg) for healthy life

or皿Ore Of vegetable･ seeds. the basic

materials for vegetable produetlon, are l叩Orted from Russia and China･

They are too expensive to be easlly available for vegetable producers ln

tbls country.

The Darkhan Research Institute of Plant Breedlng & Agrlculture ls the

only agency ln 洞ongolla where research, productlon, 1nprovement･ and

preservative cultivation of wheat and vegetable stock seeds are carried

out. tlowever, owing to the deterloratlon of the lrrlgatlon facilities

for producing yhe8t Seeds and explratlon of the servlce
term of the seed

selector, the produetlon has been reduced to the b81ves･

-2-



With regard to vegetables, varlous work ls lleeded, such as expanslor) of

greenhouse facllltles for growlng seeds an丘seedllngs. 1ⅡlprOVetnent Of the

cultivatlon of fields after transplantlng (with Irrigation facilities),

and expanslon of seed seleetlon f8ellltles and storage f8Cllltles of

mother plants for collectlr)ど seeds. Faced with lncreaslng demand for

wheat, potatoes, and vegetables, the IIITlistry of Food & Agrlculture

wlshes to set up plans for l皿prOVlng and adJustlng these varlous Issues.

4. Relation between the Sector and the Ⅰ'roject

In Mongolia, seeds for wheat.

the I)arkban Research lnstltute

continued deterioratioT) Of its

facllltles) and seed selectors,

1ov and seleetlvlty poor.

potatoes, and vegetables are produced at

of Plant Breedlng & Agrlculture. Wlth

productloll faclユ1tles Ee.g., 1rrlgatloJ7

however. the seed productlon ls dropping

On the other hand, only 20% of the national demand ln vegetables ls

produced by the lnstltute. A large proportion of the denarLd ls dependent

on imports. F7owever. the demand for vegetables and the 皿Otivatlon for

production have been lncre&slng each year.

In accordance vith such status, the program for breedlng top-quality

seeds holds a posltlon wltb hlgh prlorlty.

5. Reasons That Japan's Grant Aid ls Requested for This Project

Although the I)arkharl Research lT)Stltute of PlaJ】t BreedlL7g & Agriculture

has been carrying out studles of cultlvatlon technlques and seed

production slnce it yTaS founded ln 1960, under the technlcal and

flnanclal support from the former Sovlet Unlon and Eastern Europe, the

productlvlty of s81d lnstltute has been remarkably reduced, resulting ln

a shortage and stagnant supply of production Dater181s. Other causes are

the econo皿1c and technological aspects comlng under the influence of

denocrat121ation beglnnlng ln 1989.

Although 州ongolla has already recelved technical and flnanclal ald from

Japan ln a wide range of fields, 1t requests Japan's grant aid for this

particular pro3ect, since Japan has high technology ln the seed

皿ultlplle8tlon.

ll.ObJectlves &T)a Outllz)e of the Pro)ect

1. 01)jectlves of the l〉roJeet

This project intends to lnprove productlon faclllties &nd upgrade

nairltenanCe Standards ln the I)arkhan Research Institute of Plant Breeding

& Agriculture, where the study 8nd production of wheat arid vegetable

seeds are c&rrled out. A tot&1 of 13 kinds of seeds of wheat &Tld

vegetables (e.ど., Chinese cabbage, cabbage. turnlp, onlorI) suitable for

杓ongolla are to be produced, studied, and improved. Wheat seeds 8re
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cultlvated in a 200-h8 eXIstlng fleld, whereas vegetable seeds 8re

cultlvated ln 8 76-ha field, of whlch 31 ha ls exlstlng and 45 ha newly

provlded.

(1)Short-term obJectlves

a) Achieve a stable supplアOf seeds aT)d lncre8Sed productlor7 0f wheat &t7d

veget8bles I)アbreedlng top-quallty seeds.

b) Stablllze the supply and prlce by lmprovlng cultlvatlon technlques for

vheat and vegetables.

c) save foreign currency by reducing seed lmports･

(2)Medium- and long-ten ob3ectlves

a) Formatlon 8nd multlpllc&tlorL Of basic seeds, reglstered seeds, and

certlfled seeds.

b) Production of seeds sult8ble for the Mongollan cllmate' soil

propertles, and other natural condltlons･

c) Improvement of agricultural technology by refined selection of top-

quality seeds and the introduction of blotechnology･

a) Achlevlng a healthler dlet by lncreaslng vegetable productlon･

(3)Relation I)etween the above-nentloned objectives and the project

(恥y the project ls necessary to achieve the above-mentloned

obJectlves)

Although wheat constltutes Mongoll&-ら baslc foodstuff, self-sufflclency

has not been acbleved, glven the scarelty of seeds and the fact that the

yield is easily &ffected by the weather･ The IT[Stitutels efforts &t

ltuprovlng specles and produclng top-quality seeds are not achleving

sufflclent results, due to deterloratlon of the facllltles and delayed

opening of the l叩rOVe皿ent research facllltles･ Lack of supply and

distribution of top-quality seeds ls said to be one of the causes of the

decrease ln 甲heat productlon.

The demand- for vegetables has been lncre8Slng year after year due to an

expansion of the urban populatlorL and &daptatlon of a healthier diet･

However, domestlc productlor) of vegetable seeds ls limited, thus the

cour)try ls heavlly dependent upon imports. The imported seeds are not

sufflcierltly adjusted to the Mongolian cllmate, and thelr productlvlty

re皿alns low. The lnstltute accounts for 20% of叩ongolla-s vegetable seed

production. but its facllltles are old and tualntalned at a low standard･

Accordingly, er)forcelnent Of the project, whose objectives are to ltnprove

the seed production facilltles and nalntenance standards, yュll greatly

contrlbute to the eヱpanSlon of the productlvlty of wheat and vegetables･

2. Details of Requested Fac111tles, Tools, and Materials

(1)Facllltles

1) Wheat seed皿ultlpllc8tlon facllltles (200 ha)

a) Rehabllltatlon of yater intake faclllty --------

water Inlet: 1 slte
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b

C

a

2

a

rehabllltatlon of lrrlgatlon channel

RehabllltatlorL Of putuping site

刑1eat Stock seed storage house

Facllltles for vegetable seed multlplleatlon

Irrlgatlon faclllty
-

extenslon :

area:

area:

1.6 k皿

60 m2

180 m2

water lrllet: 1 slte

1rrlgatlo7) Cat)aユ.'1.0 km

pu皿plng slte: 60 m2

b) Cultivatlorl de皿OnStr8tlon field
--

sprinkler lrrlgatlon facllity'･

c) Seedllng cultlv且tlon house

a) Seed selector slte
-I------------I---ーーー-

e) Mother plant storage house ------------------

(2)Production tools

1) Wheat seed 皿ultlpllcatlon facllltles

a) water Intake gate

ち) Pu叩and皿OtOr

c) Controller:

2) Vegetat)1e seed

a) Seed seleetlng

A llne 1 set

B line i set

b

C

a

e

ーP--------------- 400 dlaneter,

45

glassbouse 450

vinyl house 400

area:

area:

2m x 2 m:

500 k甘f7P:

皿ultlpllcatlon facllltles

equlp皿ent

(onlon, carrot, garllc and Chlnese leek)

(Cblnese Cabbage,

DIslnfectlon and pack8glng line

seed certlflcatlor) equlpment

Test and research eq111p皿ent

Seed storage boょ

(3)Farmlng and control tools

a) Tr8CtOr

b ) Attacb皿entS

turnlps Japanese radlsh

100 HP

c) F&rvester 75 日P

a) Cultlvator 12 肝

e) Po†er-drlven sprayer

f) Land erulser

ど) 2-ton truck

也) 4-ton truck

1) Llft conveyor

(4)Plot plan for each faclllty, tool 8rLd n8ter181

Refer to the attached sheet.

340

480

ete.)

ha

m2

n2

m2

Ⅲ2

2 gates

2 sets

1 set

sets

1 set

l set

l set

12 EL2

1 unlt

l set

l unit

2 unlts

2 unlts

1 unit

1 unlt

1 unlt

1 unlt

(5)Estitnated Cost of the Project (USS)

a) Irrlgatlon f8Clllty lmprove皿ent

b) Seed cultlvatlon and collection facllities(Nethouse, gl&sshotLSe. etC･)

c) seed processing faclllty, test and certlflcatlon 7naChlne and materials

a) Constructlon faelllty (processing house, Ⅲotber plant storage house)
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e) Agricultural machlnery and vehlcles

Tota1

3. Benefit. Effect and Publlclty of the Project

(1)Population that Till benefit directly from the pro3ect･
Benefltlng poptJlation:

approxlmately 1,000 vegetable cultlvatlng households (2,000 ha)

2,000 wheat cultivating households (1.000 ha)

Beneflting area: Tov, Selenge, and other na3or vegetable producing

areaS.

(2)Populatlon that w上ll benefit lndlrectly froⅡl the project
560,000 people. or 80.i Of 700,000 1nhabltants, of 皿aJor towns (Ulaan

Baatar, Darl【han, Erdenl and others) and reglonal farmers.

(3) Area that wュll benefit fro】丑the project
Vegetat)1e eultlvatlon area: 2,000 ha

vbeat eultlv8tlon area: 100,000 h8

(4) Economic and social benefits of the project

a) Current sltu8tlon

lt ls said that the Wheat seeds are renewed every 4 or 5 years, and the

certified seeds are dlstrlbuted by the Darkhan Research Institute of

plant Breedlng a Agrlculture. 71owever. productivity of the lnstltute-s

production ls decllnlng due to deterloratlon of the lrrlgatlon faellltles

and poor Elaintenance of the farJnlng tools and seed selector･ Such

reduction ln wheat seed production induces a decrease of planted area and

poor ger皿1natlon, affectlng overall wheat prodt)ctlon ln河ongolla･

on the other band, desplte the expandlng

the supply of seeds constltutlng the

production is dependent upon the 山】port･

山IpOrted seeds, 1t ls I)ecomlng more

del芯and for vegetables. 70Q< of

basle materlal for vegetable

Vlt‡l the Increasing prlce of

difficult for the vegetable

cultlvator-s unions and general f&r皿erS tO Ot)taln such seeds. moreover,

the productlvlty of l叩Orted seeds is not sufflelently blgb because they

are not adjt)sted to the Mongolian climate. Accordingly, farmers expect

an i7]CreaSe in the quantity of seeds dlstributed by the I)arkhaTI Research

エnstltute of Plant Breeding and Agriculture.

b) Expected effect of the project
The upgrading of rehabilitation, improvement, and maintenance standards

of the seed produetlon faellltles for

an lnerease ln seed production. As a

wュll coJEe tO an end. and the Increase

as the foundation for the Improvement

yheat and vegetables w上ll lead to

result, the yearly 甲heat shortage

ln vegetable produetlon vlll serve

of the populatlon-s dlet.

(5) Publlelty

An increase ln the production of wheat and vegetable seeds does not

affect a particular region･ or class but benefits all producers and
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consumers of the collntry. Therefore, slgnlflcant social and economlc

effects are expected.

seeds are the I)aslc materials of agriculture. Accordingly, the

lnprovement 8rld Increased productlon of such seeds will lead to upgrading

and expansion of the cultlvatioTl teCht701ogア. Also, the preservatloL7 0f

the stock seeds of Mongol18. together wlth the lmprove皿ent Of seeds, y上ll

be an extremely Important objective from the per?pectlve of preservation

of global resources and conservatlon of the envlron皿ent･

4. Request to Other Donors

Regarding thls project, no request has been addressed to any third party･

5. Prlorlty

The project requested of Japan regardlng agricultural developtDent ln

Mongolla ls descrlbed ln the attached sheet. The project
holds top

prlorlty ln the Mlnlstry of Food and Agrlculture･

6. Mlnlstry and Agency ln Charge of the Pro3ect

(1)Outline of lnple皿entlng agency

a) Dlvlslons ln charge

D&rkhan Research lnstltute of Plant Breeding and Agriculture to

Agrlcultural Productlon Sectlon, Minlstry of Food and Agrlculture･

b) Organization chart

Refer to the attaebed sheet.

c) Outline of actlvltles

The Darkh8n Research 工nstltute of Plant Breedlng and Agrlcultt)re, which

is in charge of the project. was founded at Zunhara ln 1947･ Slnce then,

its actlvltles have been centered on experimental studles and improvement

of the cultlvatlon techology of wheat, potatoes, and vegetables, as yell

as cultivatlon. production. and co皿erClallzatlon of the seeds･ The

lnstltute･s headquarters were transferred to I)arkhan lr) 1978, and lt has

branch offlces ln Shalengoru. Zunhara, Ehlngor& and other towns

tbrougbout the country.

a) Number of employees

At present, tbe 工nstltute, w九lch ls the manage皿ent 8nd a血1nlstratlon

agency, employs 83 for research 甘Ork, 71 for management and general

affalrs, and 140 for far皿1ng. The estimated Increase ln the number of

employees for this project ls: 5 for research york and 30 for far皿1ng･

e) Budget

operation expenditure of the lnstitute, covered by national budget and

seed sales. was 150山111on Tugrlk ln 1992. Slnce the assessment Of the

national budget has become severe recently, the Instltute血opes that seed

sales will increase tbrougb this project, and eventually provlde a

greater budget allowance.
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(2)Outline of Supervising Mlnlstry

The supervlslng E[1nlstry to the工nstltute that wュll enfor?e the project
ls the Grain Production Section. Ministry of Food and Agriculture.

7. Preparation

(1)Project site

a) Location of the project and total area of the site

Locatlorl: Suburban districts of Darkhan city

Address: Ocblnborgu, Darkban city

Area: 200 ha for wheat seed production, 45 ha for vegetable seed

productlon, and 2 ha for greenhouses and storage houses.

b) Land prepar8tlon

slnce the sites for the facllltles and fields are natlonal or

皿uTliclpal property, e耳prOprlatlon ls not necessary.

(2)Electrlelty,恥ter, and Telephone Servlee

Electrlclty ls already supplied to each slte. Water supply ls ensured by

the clty water pumplng faclllty located near the site. Slnce the

seedllng cultlvatlon flelds and seed selectlon sites are located close to

the research slte, 1t vlll I)e easy to equlp the sites vltb electrlclty,

water, heatlng, and communlcatlon systems.

(3)Data regarding natural condltlons

The Institute has a meteorological observatory, built in 1978, with a

complete range of available data.

8. Capablllty of the ltRple皿entatlon Agency

(1)Current sltu8tlon

The lnstltute, which plays the role of implenentlng agency, 1s a皿ajor

research organlzatlon of the agricultural cultlvatlon sector of Mongolla.

It ls equipped with cultlvatlon flelds, agrlcultural englTleerS. Seed-

handllng engineers, and a dlstrlbutlon-sales network. The adminlstrative

and maT]agerlal expenses of the lnstltute are covered by the national

budget and seed sales.

(2)Plan

州alntenance and management Of the Improved facllltles y上ll be operated by

the funds acquired from the sales of the produced seeds. Since this ls

rLOt a COInpletely new project.
but an upgradlng of the rehabllltatlon.

1皿prOVement, and maintenance starldards of the exlstlng facllitles, 1t can

be dealt町1th by Ⅲ1nor efforts such &s relnforce皿ent Of the structure and

personnel.
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9.Operation and Management of the Project

(i)Adnlnistratlve organization

Refer to the attached sheet.

10.LIst of Achlevenents ln Supporting Actlvitles by

an 工nternatlonal Organlzatlon) Regarding Slnllar

Relevance to This Project:
None

ll.Connectlon vltb Teehnlcal Cooperatlon:

a Tblrd Country (or

Projects, and the

(1)Has any technlcal cooperatlon regarding thls project
been carrled out

ln the past?

Ⅳo.

(2)Is tecbnlcal cooperation necessary for tbls project?
Yes.

(3)Form of technical cooperatlon

The tecbnlcal cooperation wlth Japan ls expected to take the form of

proJecトtype cooperatlon･

Requlred speclallsts:

1) 2 specialists on cultivation. seed growth. and tissue culture

2) 1 speclallst on seed collectlon, storage, and lnspectlon

3) 1 speclallst on management of seed selectlng equlpElent and packaging

4) 1 speclallst on dlstrlt)utloll

(4)71as there been a formal request for technlcal cooperation?

Ⅳo.
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